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＜新入生体験入学と保護者説明会を実施しました＞
先週の２２日(火）に「新入生体験授業」と「保護者説明会」を開催しました。ファミリーの各小学

校の６年生（袋小・桐ケ丘郷小・八幡小・赤羽台西小）が中学校の先生による授業体験をしました。

子どもたちは、それぞれが真剣に、先生の授業に参加している様子がうかがえました。今年度から、

昨年度までの単なる授業見学ではなく、新入生自らが、中学校の授業を体験するという企画をしました。

また、部活動体験も行い、それぞれの子供たちは、自分の希望した部活に参加して体験していました。

今後もこのような形で実施して参りたいと考えていますのでよろしくお願いいたします。また、保護

者説明会には１２９名の保護者の方々がお見えになりました。私（校長）や担当の先生から、最近の桐

中生徒の様子や学校の状況などをお話ししました。

私が特に強調してお話ししたことは、「学力の向上」と「心の教育」でした。学力を向上させるため

には、授業内容や授業方法の改善が必要不可欠です。また同時に子どもたちの授業や勉強に対する意欲

を高めることも大切なことです。そのためには「心の教育」も重要だと考えます。「やる気」「チャレン

ジ精神」「相手を思いやる優しい心」など、その子どもの心の在りようが学力のベースになると確信し

ています。「自分さえよければいい」というような利己主義な考えでは、真の学力は身につきません。

真の学力とは机上の勉学だけでなく、実際に生きて使えるものでなければなりません。「自ら考え、判

断してどのような障害にぶつかろうとも、それを乗り越えることができる人間であり、他者への思いや

りの心を持ち、ヒューマンなコミュニケーション力のある人間」の育成をめざすことだと考えます。

そのために、桐ケ丘中は平成２４・２５年度北区研究協力校を受けることになりました。ＩＣＴを活

用した授業改善を研究のテーマとしています。パソコンや電子黒板などの情報機器を有効に活用するこ

とで、子どもたちに、より楽しくより分かる授業をめざします。デジタルコンテンツを校内で活用する

ためにネットワーク環境などのインフラを整備していきます。

＜学校評価にご協力いただきありがとうございました＞
今年度も学校評価にご協力をいただき、ありがとうございました。保護者の皆様から、様々なご意見

をいただきました。「学習面」「生徒指導」や「保護者対応」などのご意見が多く寄せられました。

保護者と学校が、互いに連携して行く中で、子どもたちは成長していきます。そのためには学校と家

庭が日頃よりコミュニケーションをとり、風通しの良い状態でなければならないと思います。「何かこ

とがあったときだけお互いに問題を指摘し合う」といったことのないようにしていきたいと思います。

お寄せいただいたご意見の中から、少しでも実現可能なものから、今後の学校経営に活かして行きた

いと考えておりますので、今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

天皇誕生日（１２月２３日） 「天皇陛下の誕生日をお祝いする日。」 〔二十四節気〕

(にじゅうしせっき)

◆ 大雪（たいせつ）＜１２月７日＞

山の峰は雪に覆われ、寒い地方では根雪

なる雪が降り始めます。北風が吹き、平地

でも雪が降る頃。本格的な冬の到来です。

スキー場もオープンし、鰤などの冬の魚

の漁が盛んになり、熊が冬眠に入り、南天

の実が赤く色づく頃です。

◆ 冬至（とうじ）＜１２月２２日＞

北半球では、正午の太陽の高度が一年中で最も低く、昼が最

も短く、夜が最も長い日です。この日を境に次第に日脚は長く

なっていきますが、寒さはますます厳しくなっていきます。

地方によっては、小豆粥や小豆で煮たカボチャを食べ、柚子

湯に入って体を温めます。そうすると「風邪をひかない」と言

われています。



＜１年１，２組＞ ＜２年２組＞

＜八幡小にて＞ ＜赤羽台西小にて＞

事務室からのお願い
１月の学納金引き落としは、

郵便局の年始休業日の関係で

１１日（水）と２０日（金）
になります。

ご了承ください。

【１２月の行事予定】 ～ 師 走 ～ “しわす” の語源説としては ・・・

僧侶がお経を上げるために東西を馳せる月と解釈する「師馳す（しはす）」がある。

３日（土） 土曜日授業(学校有り！） ２２日（木） 全校集会、大掃除

交通安全教室 ２３日（金） 天皇誕生日（祭日！）

学校評議委員会 ２６日（月）～ 冬季休業日 始

６日（火） 生徒総会 ２８日（水） 仕事納め

１０日（土） 土曜学習教室

もちつき大会（おやじの会）「 平 成 ２４ 年 の 幕 開 け で す 」
１２日（月）～ １６日（金） １日（日） 元日

１，２年生 三者面談 ７日（土） 冬季休業日 終

１５日（木）～ ３年 私立校入試相談 始 ９日（月） 成人の日（祭日！）

１８日（日） ふれあいコンサート １０日（火） 登校開始！！
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